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従来の麻酔用人工呼吸器では、設定条件が同

じであっても新鮮流量により患者が得る一回

換気量は変化する。即ち、麻酔器よりの新鮮流

量の増加に伴って、実質の一回換気量は増加す

る。麻酔用人工呼吸器は呼吸不全に用いる機種

と異なり価格が安く、構造も簡単に造られてる

が、その分機能も低いと言われていた。しかし、

現在では高機能の麻酔用人工呼吸器も市販さ

れているので、今回は3機種の麻酔用人工呼吸

器の性能を比較検討した。

1.研究方法

今回検討した麻酔用人工呼吸器は全てドレ

ーゲル社製で、 Cato、SA2そして旧式のノー
スアメリカン社製の麻酔器に備えられている

ベロー型のDragelAVの3機である。それら
の人工呼吸器の 1回換気量を 200、400、600、
800mlに設定し、それぞれの換気量において麻
酔器の新鮮流量を 1乃至 61/min聞において、
11/rninづっ変え、 TTLテスト肺の VTを実測
した。次いで3機のVTを600mlに設定し、テ
スト月市のコンブライアンスを 50、40、30、
20m1/cmH20に変えた際のVTを測定した。
2.結果
CatoとSA2では、新鮮流量を l乃至61/min
に変動しでも、略設定した200mlのVTを得た
が、 DragelAVでは 3乃至 61/minの新鮮流量
では VTは新鮮流量の増加に伴って増加し、
31/rnin以下では新鮮流量の多寡にも関わらず

VTは約 75mlに固定した。
VTを400m!に設定した時も、同様に Cato
とSA2の2機では新鮮流量によるVTの変動は
見られなかったが、 Dragel AVではVTは新
鮮流量に強く影響された。 VTを600mlに設定
しでも CatoとS必のVTは、新鮮流量の影響
を受けなかったが、 DragelAVのVTは新鮮流
量と比例して変化した。 VTを800mlに設定し
た時も他のVTと同様の結果を得た。

次いで、コンブライアンスの変動がVTに及
ぼす影響を検討したところ、SA2と DragelAV
ではテスト肺のコンブライアンスの減少に伴

って、 VTは減少した。一方、 Catoではコンブ
ライアンスが50から 20m!/cmH20に低下す
ると、 VTは591より 577mlへとわずかに減少
したが、その際の変動率は 2.4%と低値であっ
た。

3.考察

麻酔用人工呼吸器では、送気時に回路内に流

入する新鮮流量が加算されるため、 VTの設定
が同じであっても、新鮮流量の増加に伴って

VTは増加する。しかし、最近の麻酔用人工呼
吸器には、送気時に新鮮流量の流入を防止する

弁が回路内に存在しており、流量に関わりなく

一定のVTが得られる。
量規定の換気では、コンプレッションボリュ

ウムの影響を受けることが明らかであるが、

Catoでは回路内コンブライアンスを最初に測
定し、使用中は 20換気毎に患者の肺胸郭等の
全コンブライアンスを自動的に算出し、常に一

定のVTが得られるように、送気量の調節を行
っている。

4.まとめ

麻酔用人工呼吸器 3機の性能を比較検討し

たところ、 CatoとSA2では 200乃至 800m!
の設定VTにおいて、新鮮流量に影響を受けず
VTは一定であった。また、 Catoではテスト肺
のコンブライアンスの変動に影響されず一定

のVTを得たが、他の 2機種ではコ ンブライア
ンスの低下に伴ってVTは減少した。麻酔用人
工呼吸器の機能は機種により異なることが明

示された。


